
○仲よく助け合う子ども ○めあてをもって学ぶ子 ○元気よく粘り強い子
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3月25日（水）、令和７年度修了式を行い、１年から５年の学
年代表児童に修了証を渡しました。緊張感をもって修了証を受
け取る代表児童や見守る他の児童の姿からは、成長が強く感
じられました。この１年間の児童一人一人のがんばりを称賛し、
成長を祝いたいと思います。
明日から約２週間の年度末・年度始休業ですが、お子さん

が４月から始まる新しい学年での生活に希望をもてるようご家
庭でも励ましをお願いしたいと思います。教職員も新学期がス
ムーズにスタートできるよう、万全の準備を進めてまいります。
保護者の皆様、ボランティアの皆様、地域の皆様には、この１年間、ご支援・ご協力を賜り、大変ありがとう

ございました。おかげさまで、子どもたちにとって充実した教育活動ができました。次年度も、変わらぬご支援
を何とぞよろしくお願いいたします。

山陽新聞「桃太郎賞」を受賞しました
このたび、北房小学校の4年生児童が山陽新聞「桃太郎賞」をいただき、代表児童７名が3月8日（日）に

山陽新聞社さんたホールで行われた受賞式典に参加しました。
本校では、毎年、４年生が「北房ホタルの文化継承の会」「里山里海交流館しんぴお」、北房振興局の方々

などのご支援をいただきながら、北房のホタルについて学習し、ホタルを守る活動へも協力しています。6月に
開催される「ホタルの夕べin北房」にも参加し、学習の成果を発表しています。
２年前からは、同じように地域の自然環境について学習し、保全活動に協力している日生東小学校・日生

西小学校の４年生とも交流を行っており、こうした学習や活動が認められ、このたびの受賞となりました。
これまで支えてくださった地域の方々あっての取組であり、受賞です。心より感謝申し上げるとともに、今後

も本校児童のためにご協力を賜りますようお願い申し上げます。

北房小だより



教職員の「退任式」を行いました
本校も、３月２５日の最終日に退任式を行いました。退職や転出する教職員９名を全校

児童に紹介し、代表児童から花束を渡しました。（退任式の花束は、毎年、ＰＴＡよりいただ
いています。）

1６日（木）代表委員会 クラブ活動
1７日（金）避難訓練

※授業短縮、下校等は別紙行事予定表でご確認ください。
2１日（火）交通教室 内科検診（３・４年）
２３日（木）全国学力学習状況調査（６年）

７日（火）第1学期始業式 ２４日（金）参観日 ＰＴＡ総会 学年懇談
９日（木）給食開始 委員会活動 入学準備 ２７日（月）心電図検査（１年） 北房教研 尿検査
10日（金）入学式（１・６年） 休業日（２～５年） ２８日（火）希望懇談 尿検査
1３日（月）・１４日（火）身体測定、視力検査 29日（水）昭和の日
1５日（水）地区児童会 下校指導 30日（木）1年生を迎える会 希望懇談

本年度の学校評価と次年度の学校運営方針について
3月16日（月）、本年度最後の北房学園運営協議会が開かれ、本年度の学校評価と次年度の学校運

営方針についての承認をいただきました。学校評価については、教職員をはじめ、児童や保護者の皆様か
らのアンケートの結果（評価）を踏まえて協議会委員の方々からの意見や評価をいただいています。よりよ
い学校づくりに向け、改善に生かしてまいります。（総評等を掲載します）

【運営協議会委員からの総合評価から】

〇日頃の児童の様子や評価結果から、温かい人間
関係づくりができていることがうかがえる。これから
も、この人間関係が続くように努めてほしい。
○個人や登校班によってあいさつができる様子に
差がある。気心の知れている地域の人とは、あいさ
つがよくできている。家庭の協力も得ながら、あいさ
つをすると気持ちがよいということを児童には体感
して欲しい。
○規律については、学校では組織的に指導が行わ
れていると感じられた。集団生活の場では、ルール
やきまりを守ることは大切であることを、しっかりと理
解させていってほしい。
○地域でも児童が仲よく過ごす微笑ましい様子を
見かける。学校生活の中での温かい人間関係づくりを続け、自己肯定感や自己有用感などをさらに
高めて欲しい。
○家庭学習やメディアコントロールなど、家庭との連携を続け、児童の自主性も尊重しながら改善に
向けての取組や努力を粘り強く継続してほしい。
○学校支援ボランティアなど、地域力を上手に活用できている。また、この地域力が学校教育の充実
に生かされていることは、学校だよりやボランティア新聞を通して感じられる。

【学校関係者評価を受けての対応の骨子】

○「学習を楽しむ」「生活を楽しむ」取組において、児童が「自己調整力」を高め、主体的に取り組む
ための指導と過程を大切にし、その中で達成感や成就感を体感し、児童の長所として定着を図る。
○家庭との連携により、「メディアコントロール」の問題点の改善に向けた具体的な取組を決めて行う
ことで、家庭学習や読書の習慣がより高まるように努める。
○全学年で郷土学習を継続し、児童のふるさとを愛する心情を高められるようにする。積極的な情報
発信と広報活動を行い、地域との連携がさらに深められるよう努める。

※次年度の学校運営方針については、４月の参観日の際に保護者の皆様にお知らせします。

学校支援ボランティアへの感謝の会の様子




